
身
近
な
要
求
実
現

徳
増
き
よ
子

デ
コ
ボ
コ
市
道
が
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た（
前
ケ
崎
６
２
４
）

植
田
　
和
子

江
戸
川
台
小
に

特
別
支
援
学
級
拡
充

高
校
生
の
訴
え
で
路
上

喫
煙
禁
止
看
板
設
置

い
ぬ
い
紳一郎

歩
道
ま
で
は
み
出
し
た

雑
草
を
処
理
し
ま
し
た

小
田
桐
た
か
し

　相模原市の
障がい者施設
でおこった殺
傷事件をうけ、
流山・柏・野
田・我孫子の
日本共産党市
議団が、障が
い者施設みど
り園を視察。
　施設長からは「夜間帯、一日一回の警察による巡回を」
などの要望が寄せられました。

　流山市では、市民、行政、議会が共同し
て墓地の乱開発を規制し、住環境を守って
きました。にもかかわらず松ヶ丘商店街に
納骨堂の建設計画が浮上。近隣住民による
「納骨堂建設に反対する会」が結成され、
運動が広がりました。党派を超えた運動で、
建設計画は白紙撤回されました。

　

厚
労
省
が
狙
っ
て
い
た
要
介

護
１
・
２
の
福
祉
用
具
レ
ン
タ

ル
や
住
宅
改
修
、
生
活
援
助
の

大
幅
な
後
退
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。

　

流
山
市
議
会
を
含
め
１
８
０

を
こ
え
る
地
方
議
会
で
意
見
書

が
可
決
さ
れ
、
日
本
福
祉
用
具

供
給
協
会
な
ど
関
係
団
体
、
利

用
者
な
ど
の
間
で
反
対
が
強

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
世

論
と
運
動
が
、
政
治
の
暴
走
に

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
画
期
的
な

成
果
で
す
。

　

９
月
議
会
で
日
本
共
産
党
は
、

「
介
護
保
険
は
国
家
的
詐
欺
」

と
の
元
厚
労
省
老
健
局
長
の
声

を
紹
介
し
、
介
護
保
険
制
度
の

更
な
る
改
悪
を
批
判
。
議
会
と

同
様
に
、
国
に
「
軽
度
者
へ
の

福
祉
用
具
貸
与
及
び
住
宅
改
修

の
継
続
」
を
求
め
る
意
見
を
あ

　

お
お
た
か
の
森
小
中
学
校
は
、

開
校
５
年
後
、
１
５
０
０
人
規

模
の
学
校
に
２
１
３
７
人
を
詰

め
込
む
こ
と
に
。
そ
れ
な
の
に
、

学
区
内
の
駅
前
市
有
地
に
マ
ン

シ
ョ
ン
を
誘
致
。
児
童
生
徒
を

増
や
し
、
窮
屈
な
教
育
環
境
を

さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る
の
で
す
。

　

市
長
は
「
義
務
教
育
に
は
対

応
す
る
」
と
言
い
ま
す
が
、
授

業
さ
え
で
き
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

６
〜
15
才

が
入
り
混
じ

る
校
舎
や
校

庭
で
、
事
故

が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
特
に
、

一
人
一
人
を

大
切
に
す
る

教
育
環
境
を

悪
化
さ
せ
る

ま
ち
づ
く
り

は
問
題
で
す
。

　

市
内
最
大
の
水
田
地
域
で
あ

る
新
川
耕
地
で
、
い
ま
ク
レ
ー

ン
車
が
乱
立
。
東
日
本
最
大
級

の
大
規
模
物
流
セ
ン
タ
ー
が
２

カ
所
で
建
設
中
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
農
家
・
農
地

を
め
ぐ
っ
て
は
、
高
齢
化
に
加

え
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
よ

り
も
安
い
米
価
。
米
を
作
れ
ば

赤
字
が
拡
大
と
い
う
事
態
に
加

え
、
国
の
補
償
制
度
の
廃
止

（
Ｈ
30
年
度
）
で
耕
作
放
棄
地

が
増
大
し
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、『
食

料
主
権
』
の
確
立
を
求
め
、
農

業
振
興
予
算
を
倍
化
し
、
営
農

支
援
の
強
化
と
６
次
産
業
化
な

ど
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

げ
る
べ
き
と
迫
り

ま
し
た
。
「
何
ら

か
の
形
で
意
見
を

上
げ
る
よ
う
検
討

す
る
」
と
副
市
長

が
答
え
ま
し
た
。

福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル
の
保
険
外
し
許
さ
ず

安
倍
暴
走
政
治
を
世
論
が
止
め
た
！！

福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル
の
保
険
外
し
許
さ
ず

安
倍
暴
走
政
治
を
世
論
が
止
め
た
！！

介護

新
川
耕
地
で
す
す
む
開
発

今
、
農
業
振
興
が
問
わ
れ
て
い
ま
す

新
川
耕
地
で
す
す
む
開
発

今
、
農
業
振
興
が
問
わ
れ
て
い
ま
す

開発
農業

駅
前
市
有
地
に
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
で

学
校
の
マ
ン
モ
ス
校
化
に
拍
車

駅
前
市
有
地
に
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
で

学
校
の
マ
ン
モ
ス
校
化
に
拍
車

まち
づくり

住みよいまちに住みよいまちに
住民の声が届く住民の声が届く

　
９
月
議
会
で
は
、
人
口
増
を
背
景
に
、
「
子
育
て
支
援
」
と
「
高
齢
化
対
策
」
を

同
時
に
す
す
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
流
山
市
政
の
あ
り
方
が
浮
き
彫
り
に
な

り
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
、
市
内
各
地
で
噴
き
出
し
て
い
る
様
々
な
市
民
の
声
を

く
み
上
げ
、
市
民
の
目
線
に
た
っ
て
奮
闘
し
ま
し
た
。

障がい者施設
「みどり園」を視察

納骨堂白紙撤回へ

おおたかの森小中学校の児童生徒の推移（予測）
H29 H30 H31

人数 クラス数 人数 クラス数 人数 クラス数
小学校 1,016 30 1,272 38 1,603 47
中学校 359 11 436 13 534 16
合計 1,375 41 1,708 51 2,137 63

松ヶ丘
で

市議会議員市議会議員市議会議員 市議会議員

徳増きよ子小田桐たかしいぬい紳一郎 植 田 和 子
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平成27年度一般会計決算（認定）
指定難病以外の難病・疾病対策の充実に関する陳情書（不採択）
就学援助制度に3項目＊の追加を求める陳情項目（不採択）
インターネット上のダフ屋行為の取り締まりに関する意見書（可決）

会派 日本共産党 流政会 自由民主党 新風流山 公明党

議員名
○賛成　　×反対　　－棄権
※議長は表決に参加しない。

＊3項目の内訳（クラブ活動費、生徒会費、PTA会費）

× × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × ×  × × × × × × × × × × × ○ ○
○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × ×  × × × × × × × × × × × × ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×  × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○

乾 小 徳 植 森 青 笠 近 坂 野 大 石 根 中 海 中 加 藤 西 楠 森 西 秋 斉 戸 野 菅 阿
 田 増 田  野 原 藤 巻 田 塚 原 本 村 老 川 藤 井 川 山 田 尾 間 藤 部 村 野 部
紳 桐 記            原             
一  代 和 亮  久 美 儀 宏 洋 修  彰 功  啓 俊 誠 栄 洋  高 真   浩 治
郎 仙 子 子 二 直 恵 保 一 規 一 治 守 男 一 弘 子 行 之 子 一 段 義 理 滋 誠 考 正

議
長

産後ケアについて我孫子市、松戸市を視察。説明をうける市議団

　

Ｈ
27
年
度
は
、
総
事
業
費
１
９
４
億
円
の

２
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終
了
し
た
年
で
す
。
豪

華
な
学
校
施
設
や
市
民
体
育
館
が
市
民
の
願

い
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
お
金
が
も
っ

と
有
効
に
使
わ
れ
た
な
ら
ば
、
老
朽
校
舎
の

改
修
、
特
養
ホ
ー
ム
増
設
な
ど
様
々
な
施
策

を
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
す
。

　

待
機
児
童
１
４
６
名
は
県
下
３
番
目
。

『
母
に
な
る
な
ら
、
流
山
市
。』
と
転
居
し
て

き
た
市
民
の
期
待
は
裏
切
ら
れ
ま
し
た
。
首

都
直
下
地
震
が
心
配
さ
れ
て
い
る
の
に
災
害

対
策
費
は
大
幅
カ
ッ
ト
。
市
民
の
願
い
に
応

え
よ
う
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
市
長
が
か
た
く

な
に
拒
み
続
け
て
い
る
た
め
、
甲
状
腺
エ

コ
ー
検
査
へ
の
助
成
や
非
婚
の
ひ
と
り
親
家

庭
へ
の
支
援
が
実
現
し
て
い
な
い
の
は
、
近

隣
市
で
は
流
山
市
だ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
大
型
事
業
と
開
発
優
先

で
、
バ
ブ
ル
期
を
超
え
る
史
上
最
大
の
借
金

を
つ
く
っ
た
Ｈ
27
年
度
一
般
会
計
決
算
に
反

対
し
ま
し
た
。

　
「
保
育
園
に
入
れ
な
い
」「
息
子
の
保
育
料
が

年
６
万
円
も
増
え
、
２
人
目
は
あ
き
ら
め
た
」

「
去
年
４
月
に
開
校
し
た
流
山
お
お
た
か
の
森

小
中
学
校
は
、
３
年
後
に
教
室
が
足
り
な
く

な
る
」…

い
ま「
子
ど
も
を
大
切
に
す
る
流
山

市
」
と
、
胸
を
張
っ
て
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
背
景
に
は
、『
母
に
な
る
な
ら
、
流

山
市
。』
と
過
剰
に
宣
伝
し
、
人
口
誘
致
を

あ
お
る
一
方
で
、
受
け
皿
と
な
る
保
育
や
教

育
の
施
設
整
備
や
各
施
策
が
お
い
つ
い
て
い

な
い
か
ら
で
す
。

　

市
政
へ
の
不
満
が
あ
ふ
れ
、
市
民
の
声
が

議
会
や
市
政
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
報
告
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し

た
マ
マ
の
一
言
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
振
り

込
み
に
限
定
さ
れ
て
い
た
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
つ
ば
さ
学
園
の
利
用
料
の
支
払
い
が
、

口
座
振
替
も
可
能
に
な
り
ま
す
。
中
学
校
の

就
学
援
助
で
は
、
入
学
準
備
金
が
７
月
支
給

か
ら
入
学
前
支
給
へ
改
善
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
行

政
お
任
せ
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
課
題
を
共
有
し
、

力
を
合
わ
せ
て
ご
一
緒
に
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
以
下
の
こ
と
を

市
長
に
要
望
し
ま
し
た
。
力
を
集
め
、
実
現

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
認
可
保
育
園
の
新
増
設
で
待
機
児
解
消
に

　

取
り
組
む
と
と
も
に
、
児
童
館
や
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
子
育
て
支
援
施
設
を

　

増
設
・
充
実
す
る
こ
と

●
保
育
士
や
学
童
支
援
員
の
確
保
対
策
を
強

化
す
る
こ
と
。
ま
た
保
健
師
や
子
育
て
支

援
の
市
担
当
職
員
を
増
や
し
、
き
め
細
か

な
人
員
体
制
を
構
築
す
る
こ
と

●
近
隣
市
で
実
施
済
み
の
甲
状
腺
エ
コ
ー
検

査
の
一
部
助
成
、
非
婚
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

へ
の
寡
婦
控
除
適
用
を
行
う
こ
と

●
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
強
化
し
、
就
学
援

助
制
度
の
充
実
、
学
校
給
食
を
無
料
に
す

る
こ
と

●
障
が
い
児
の
福
祉
・
教
育
を
拡
充
し
、
産

後
ケ
ア
事
業
を
創
設
す
る
こ
と

●
老
朽
校
舎
の
改
築
・
改
修
計
画
を
策
定
し
、

早
期
に
取
り
組
む
こ
と

保
育
園
増
設
・
保
育
士
の
処
遇
改
善

計
画
的
な
学
校
整
備
を

保
育
園
増
設
・
保
育
士
の
処
遇
改
善

計
画
的
な
学
校
整
備
を大

型
開
発
で
過
去
最
大
の
借
金

大
型
開
発
で
過
去
最
大
の
借
金

H27
年度決算
H27
年度決算

Ｈ
29
年
度
予
算
要
望

「
子
ど
も
を
大
切
に
し
た
い
」

力
を
集
め
れ
ば
改
善
で
き
る

日本
共産党子どもを大切にする流山市へ子どもを大切にする流山市へ

力を合わせましょう力を合わせましょう

平和で明るく住みよい流山市をつくるために 第189号（1） 2016年11月発行

2016年11月号
第189号
編集発行人

日本共産党流山市議団
流山市加4-1688　TEL（7157）6140

流山市議会事務局
TEL（7158）1111
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